
 

 

 

 

 

 

 

早いもので今年も残すところ 1 ヶ月となりました。10月から 11月にかけては、コロナウイル

ス感染の状況も収束していたことから多くの行事を無事実施することができました。保護者の皆様

の感染対策へのご協力に感謝します。さて、12月には保護者懇談を実施します。節目、節目に自分

の取り組みを省みることは成長のためにとても大切なことです。学習面や生活面、学校行事などの

様子を話し合い、お子様の成長に向けて同一方向で手を携えていきたいと思います。 

 
 トライやる・ウィーク  

１１月１日（月）～３日（水）の内の２日間、５０の事業所にお 

世話になり、トライやる・ウィークを実施することができました。 

２日間の体験でしたが、大変緊張した面持ちの中、働くことの意 

義など社会の窓口を垣間見ることができました。新型コロナウイル 

スの問題がある中、安全対策をとっていただきながら生徒たちを受 

け入れていただいたことに感謝します。また、16日にはトライや 

る・ウィーク発表会を行いました。それぞれの事業所での体験内容 

や感想等をまとめたプレゼンテーションを全員が作成し、その中か 

ら 8 事業所の体験を発表しました。ヘアメイクの効果的な方法や腰を曲げての園児対応など、実際

に体験しないと分からない活動内容や、清掃・心遣いなどの工夫、時間厳守、挨拶、礼儀、感謝の気

持ちなどの感想を発表しました。 
 

 情報モラル講演会  

新型コロナウイルス感染拡大に伴う昨年度の長期休業以降、SNSやオンラインゲームの使用時間

やトラブルが増加している統計があることも踏まえ、学年毎に情報モラル講演会を実施しました。 

1 年生は、佛教大学副学長・教育学部教授の原清治先生に講演をしていただきました。生徒同士

の何気ない言葉の「いじり」の怖さや、ネット上でも、見えない形で心ない言葉が使われる怖さにつ

いて、具体例を交えて、ネット利用の注意点や今後の生活での心構えを教えていただきました。 

また、2、3年生を対象に、ネットワーク株式会社でサイバーパトロールをされている筒﨑眞美さ

んに講演していただきました。オンラインゲームのトラブル事例や、ゲームのやりすぎで睡眠障害、

脳梗塞で体を壊した事例など教えていただきました。また、匿名質問箱は完全削除できない、位置

情報探られる、悪意の書き込みもあるから使用しない方がよいこと、さらに、児童ポルノに抵触す

る投稿をしないことなども教えていただきました。 
 
 抜き打ち避難訓練  

11月 19日、清掃の時間帯に、教職員の実践的訓練、生徒 

の実践的訓練の両面から、予告なしで火災を想定した避難訓練 

を行いました。火災、地震等の災害、あるいは不審者による大 

きな事件に遭遇したら、まずは冷静に、行き止まりにならない 

避難経路を考え、避難行動をすることが大切であると講話を行 

いました。今回の避難訓練では校舎に生徒が散らばっていたに 

もかかわらず、1学期と変わらない時間で避難できました。 

※スマートフォン、タブレットでＱＲコードをかざすと、篠山中学校ホームページにアクセスします。 
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 学校運営協議会 四つの力委員会  

生徒会と学校運営協議会が一緒に学校づくりにつ 

いて話し合う「四つの力委員会」を 11月 12日に 

開催しました。テーマは「学校のルール」です。 

校則を、生徒会が時代に合わせて見直していく 

「ルールメーキング」の動きが活発になっています。 

これは、生徒自身がルール決めることによってその 

責任をもつこと、ルールを見直し変える体験は社会 

をかえる体験につながること、多様性・衛生面・経 

済性への対応など時代の状況に合わせる必要がある 

ことなどから、生徒会が教員や保護者、地域を巻き 

込みながらルールをつくり、主体的に啓発し、運用 

に責任をもつ動きです。 

そこで、四つの力委員会では、読み物資料「二つの手紙」をもとにきまりのもつ意味を協議したう

えで、生徒会申し合わせの見直しの留意点について、4つの班で協議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きまりを見直すときの留意点については、①分かりやすく具体的で共通意識がもてる。それぞれ

の解釈によらないもの。②時代に沿ったもの。③何のための決まりなのか目的・理由が明確である。

④安全安心（×不安・危険）。⑤少数意見の尊重、全員が納得、みんなの笑顔。⑥つくったルールを

きちんと伝える。などの意見が出ました。また、経済面での考慮も話し合われました。 

 

 スポーツの記録  

篠山・篠山東の合同チームで県新人大会に出場したソフトボール部は、準優勝となりました。ま

た、本校ホッケー部３年生男子 2名が、U15日本代表に選出されました。本年度は、新型コロナウ

イルス対応の関係でオーストラリア遠征はありませんが、12 月４・５日に開催される東西対抗戦

（オールスター戦）に出場する予定です。詳細はホームページに掲載しています。 
https://sasayama-jh.sasayama.jp/category/notice/ 

 

 

 

 

 

 

 
 

１２月・1月の主な学校行事  
 
【１２月】 
６日(月) 全校集会 

１０日(金) 個人懇談 
１３日(月) 個人懇談 
１４日(火) 個人懇談 
１５日(水) 個人懇談 
２１日(火)  丹波篠山市キャリア形成支援事業 

夢プラン（2年 オンライン） 
２３日(木) 給食最終日 
２４日(金) 終業式 

【１月】 
７日(金) 始業式 新春席上揮毫大会 

１１日(火) 給食開始 課題・実力テスト 
１７日(月) 全校集会 防災訓練 
１８日(火) 3年生懇談 
１９日(水) 3年生懇談 
２６日(水) 1年生スキー学校 
２７日(木) 1年生スキー学校 
２８日(金) 1年生スキー学校 
 
 

二つの手紙（あらすじ） 
動物園の入園係をしていた元さん。勤勉な働きぶりも評価され、定年後も動物園で臨時職員として

働くことになっていた。ある日、入園終了時刻が過ぎてから幼い姉弟がやってきた。入園時刻を過ぎ
ていること、さらに規則では保護者と同伴でないと入園できないことになっているが、元さんは事情
を察して二人を入園させてしまう。ところが、閉園時刻を過ぎても姉弟は戻ってこない。園内の職員
総出で二人の捜索が始まった。二人は遊んでいるところを無事に発見され、事なきを得た。 
数日後、姉弟の母親から謝罪と非常に感謝している旨の手紙が届く。一方、上司からは今回の件を

受けて懲戒処分（停職）の文書を受け取る。元さんは「この年になって初めて考えさせられることば
かりです。この二通の手紙のおかげですよ。また、新たな出発ができそうです。本当にお世話になり
ました」と語り、退職した。 

https://sasayama-jh.sasayama.jp/category/notice/

